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会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
同
窓
会
の
活
動

に
篤
い
ご
支
援
・
協
力
を
賜
り
心
か
ら
厚
く
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
三
月
に
新
た
に
三
二
八
名
の

正
会
員
と
四
月
に
準
会
員（
新
入
生
）
三
七
二
名

を
お
迎
え
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
同
窓
会
と
し

て
大
い
な
る
喜
び
で
あ
り
ま
す
。
昨
今
の
急
激
な

経
済
情
勢
の
悪
化
の
中
、
卒
業
さ
れ
た
皆
様
は
い

き
な
り
厳
し
い
現
実
に
遭
遇
し
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
母
校
で
研
鑽
を
積
ま
れ
た
こ
と
を

糧
と
し
て
、
難
関
を
乗
り
越
え
各
分
野
に
お
い
て

ご
活
躍
の
こ
と
と
拝
察
致
し
ま
す
。
ま
た
胸
膨
ら

ま
し
て
母
校
を
選
ん
だ
新
入
生
諸
君
は
、
悔
い
の

な
い
学
生
生
活
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

　

本
年
度
の
同
窓
会
の
活
動
に
つ
い
て
誌
上
を
借

母
校
創
立
百
三
十
周
年
の
歴
史
を
思
う

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会
会
長　

中　

條　

眞
二
郎

り
報
告
と
お
願
い
を
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

創
立
百
三
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

　

一
八
八
一
年
に
創
立
、
二
〇
一
一
年
五
月
十

日
に
、
創
立
記
念
式
典
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
折
々
に
お
知
ら
せ
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
本

記
念
事
業
は
、
第
一
校
舎
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
施

設
整
備
の
新
規
事
業
が
含
ま
れ
ま
す
。
計
画
は
獣

医
保
健
看
護
学
科
の
教
育
・
研
究
施
設
の
整
備
と

食
品
科
学
科
が
拠
点
と
し
て
い
る
第
二
校
舎
の
老

朽
校
舎
の
整
備
を
併
せ
て
解
決
す
る
方
策
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
学
生
の
厚
生
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

も
、
本
建
築
物
の
地
下
に
武
道
場
を
作
る
計
画
を

聞
い
て
お
り
ま
す
。
何
よ
り
も
喜
ば
し
い
こ
と

は
、
広
大
な
多
目
的
運
動
場
の
設
置
と
馬
場
の
確

保
で
す
。
そ
れ
は
西
東
京
市
（
旧
田
無
市
）
の
東

大
農
場
の
一
部
を
譲
渡
し
て
戴
け
る
話
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
事
業
の
原
資
は
、
第
二
校

舎
の
売
却
益
に
よ
る
の
で
す
が
、
時
勢
は
決
し
て

40

本
計
画
に
対
し
追
い
風
で
な
く
逆
風
の
経
済
状
況

は
非
常
に
残
念
で
あ
り
ま
す
。
実
現
に
向
け
、
同

窓
会
も
支
援
・
協
力
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
り
ま

す
。
体
育
館
の
完
成
に
引
き
続
き
、
武
道
場
の
建

設
、
運
動
場
と
馬
場
の
確
保
は
、
ク
ラ
ブ
及
び
同

好
会
の
活
動
が
活
発
と
な
り
、
学
園
の
雰
囲
気
も

大
き
く
変
化
す
る
と
思
い
ま
す
。
体
育
会
Ｏ
Ｂ
・

同
好
会
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
、
学
生
時
代
は
こ
れ
ら
の
施

設
整
備
が
完
備
さ
れ
て
い
な
い
中
で
苦
労
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
。
後
輩
に
は
、
明
る
く
楽
し
い
ク
ラ

ブ
活
動
が
送
れ
る
よ
う
、
そ
の
節
は
絶
大
な
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

同
窓
会
と
し
て
記
念
事
業
へ
の
協
賛
は

　

創
立
一
三
〇
周
年
に
あ
た
り
、
母
校
の
事
業
に

協
賛
す
る
こ
と
、
及
び
会
員
の
同
窓
会
活
性
化
の

意
味
を
込
め
、
住
所
が
明
ら
か
な
方
（
約
一
万

名
）
に
同
窓
会
名
簿
を
無
料
配
布
致
し
ま
す
。
前

回
の
名
簿
は
、
二
〇
〇
四
年
の
発
行
で
す
か
ら
六

年
が
経
過
し
て
お
り
、
こ
の
間
、
約
二
千
名
の
同

窓
会
員
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
名
簿
に
未
掲
載

の
ま
ま
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
し
っ
か
り
し

た
名
簿
を
作
成
し
な
い
と
、
次
に
作
成
す
る
と
き

は
大
変
な
作
業
に
な
る
こ
と
は
、
火
を
見
る
よ
り

も
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。
同
窓
会
名
簿
に
つ
い
て

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
新
し
い
出
会
い
や
懐
か
し

い
再
会
も
本
名
簿
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
ま
た
同
窓

会
名
簿
は
、
種
々
の
情
報
の
収
集
な
ど
に
有
用
で

あ
り
、
同
窓
会
の
活
動
に
大
変
重
要
な
ツ
ー
ル
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
は
会
員
各
位
の
個
人

情
報
の
管
理
や
保
護
に
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
独
自
に
こ
の
保
護
法
の
規
定

を
作
成
し
、
対
応
す
る
た
め
に
準
備
を
し
て
来
ま

し
た
。

　

今
回
の
名
簿
の
ス
タ
イ
ル
は
、
今
ま
で
に
な
い

編
集
の
取
り
組
み
を
し
ま
し
た
。
以
前
会
員
に
送

付
し
ま
し
た
調
査
票
の
返
送
に
何
卒
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

動
物
科
学
科
、
食
品
科
学
科
と
獣
医
保

健
看
護
学
科
の
同
窓
生
の
皆
様
に
お
願
い

　

数
年
前
か
ら
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
が
、
平

成
二
十
年
度
か
ら
、
二
学
部
四
学
科
の
各
学
科
定

員
が
八
十
名
と
な
り
卒
業
生
も
当
然
増
え
、
各
学

科
の
卒
業
生
の
数
は
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
同
数

に
な
り
ま
す
。
当
然
、
同
窓
会
運
営
は
、
四
学
科

の
同
窓
生
の
参
加
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
理
想
で

あ
り
ま
す
。
食
品
工
学
科
の
第
一
回
卒
業
生
は
昭

和
四
十
六
年
、
経
営
畜
産
学
科
と
し
て
再
開
し
た

卒
業
生
は
昭
和
四
十
七
年
で
す
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

卒
後
三
十
八
、
三
十
七
年
に
な
り
還
暦
を
迎
え
閑

職
と
な
る
年
齢
で
す
。
然
る
に
同
窓
会
の
運
営
な

ど
に
協
力
を
し
て
戴
け
る
状
況
が
整
い
、
こ
れ
ら

の
状
況
に
合
っ
た
会
の
運
営
を
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
期
が
き
ま
し
た
。
以
前
か
ら
各
県
支

部
同
窓
会
の
総
会
に
出
席
さ
せ
て
戴
き
支
部
事
情

を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。
各
県
支
部
役
員
の
方
々

は
、
獣
医
学
科
以
外
の
同
窓
生
の
参
加
を
願
い
、

ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
斟
酌
下
さ
い
。
し

か
し
歴
史
的
な
背
景
か
ら
か
獣
医
学
科
の
同
窓
会
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後
懇
親
会
を
開
催
し
た

2　

常
務
理
事
の
担
当
変
更

　

�　

柴
田
氏
の
逝
去
に
伴
い
、
事
務
局
長
は
新
井

敏
郎
常
務
理
事
よ
り
吉
田
孝
治
常
務
理
事
、
学

術
編
集
部
長
は
柴
田
芸
平
常
務
理
事
よ
り
新
井

敏
郎
常
務
理
事
へ
担
当
を
変
更
し
た
。

3　

理
事
変
更
（
敬
称
略
）

　

東
北
地
区
：
牧　
　

富
男
（
大
11
期
）

　

茨

木

県
：
荒
木　

昭
雄
（
大
10
期
）

　

群

馬

県
：
田
所　

喬
樹
（
大
16
期
）

　

千

葉

県
：
鎌
田　

知
能
（
大
14
期
）

　

香

川

県
：
平
尾　

勝
行
（
大
10
期
）

4　

役
員
会
お
よ
び
役
員
会
等
の
開
催

　

⑴
理
事
・
監
事
会	

1
回

　

⑵
監
事
会
（
監
査
）	

1
回

　

⑶
常
務
理
事
会	

8
回

　

⑷
会
報
編
集
会
議	

5
回

5　

支
部
強
化

　

�　

代
議
員
不
参
加
支
部
に
対
し
て
代
議
員
会
へ

の
参
加
要
請

　

�　

全
国
23
支
部
総
会
へ
の
派
遣
（
４
頁
参
照
）

6　

会
報
39
号
発
行

7�　

第
24
回
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
学
術
交
流

会
へ
の
協
賛

8　

大
学
へ
の
支
援

　

�　

梅
野
信
吉
賞
の
記
念
盾
お
よ
び
副
賞
を
贈
呈

9�　

学
生
会
員（
準
会
員
）へ
の
関
連
事
業

　

⑴
入
学
祝
：
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー

　

⑵�

卒
業
祝
い
：
同
窓
会
ペ
ー
パ
ー
ウ
ェ
イ
ト

　

⑶�

同
窓
会
褒
賞
：
学
生
表
彰
の
記
事
を
参
照

　

⑷
大
学
祭
へ
の
支
援

　

⑸�

奨
学
生
候
補
者
の
選
考
：
一
名
（
申
請
取
り

下
げ
）

　

⑹
就
職
支
援
活
動

第
二
号
議
案　

平
成
20
年
度
会
計
収
支
決
算
書　

　

平
成
20
年
度
会
計
収
支
決
算
報
告
が
寺
田
常
務

理
事
（
経
理
担
当
）
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。（
４

頁
参
照
）

　

事
業
お
よ
び
収
支
は
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る

と
の
監
査
報
告
が

本
監
査
（
大
13
期
）、
串
田

監
査
（
大
3
期
）、
武
富
監
査
（
大
6
期
）
よ
り

あ
っ
た

第
三
号
議
案　

平
成
21
年
度
事
業
計
画（
案
）

　

平
成
21
年
度
の
事
業
実
施
案
が
相
見
常
務
理
事

よ
り
説
明

平
成
二
十
一
年
度 

同
窓
会
理
事
会
・
代
議
員
会
開
催

色
が
強
く
、
獣
医
学
科
以
外
の
他
学
科
の
会
員
に

な
じ
め
な
い
空
気
は
否
め
ま
せ
ん
。
親
睦
を
目
的

と
し
た
強
制
力
の
無
い
同
窓
会
は
、
獣
医
学
科
以

外
の
学
科
の
同
窓
生
参
加
を
募
る
た
め
の
方
策
と

し
て
、
役
員
を
増
や
す
こ
と
も
考
え
て
み
ま
し

た
が
必
ず
し
も
最
善
の
解
決
策
と
は
思
わ
れ
ま
せ

ん
。
会
員
の
母
校
愛
に
訴
え
、
個
々
会
員
皆
様
が

同
窓
会
に
関
心
を
持
っ
て
戴
く
よ
う
な
意
識
の
改

革
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ど
う

か
、
積
極
的
に
支
部
会
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
お

願
い
し
ま
す
。

  

今
後
、
同
窓
会
会
則
改
正
に
つ
い
て
は
、
全
学

科
同
窓
の
参
加
し
や
す
い
会
則
を
念
頭
に
、
多
く

の
会
員
の
意
見
を
く
み
取
り
慎
重
に
検
討
し
て
行

く
所
存
で
す
。

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
に
つ
い
て

　

同
窓
会
と
母
校
の
情
報
収
集
は
、
支
部
総
会
に

参
加
す
る
事
で
す
が
、
や
む
を
得
ず
参
加
で
き
な

い
方
々
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
情
報
を
伝
え
る
手

段
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
を
役
員
会
で

検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
年
度
か
ら

吉
田
孝
治
理
事
（
大
16
期
）
に
事
務
局
を
お
願
い

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
努
力
し
て
貰
い
ま

し
た
。
最
新
の
同
窓
会
、
会
員
の
動
向
な
ど
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
皆
様
の
ご
活
躍
を
祈
念
す
る
と
共
に
、
同

窓
会
と
母
校
の
発
展
に
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
7
月
19
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り
母

校
Ｂ
棟
に
お
い
て
28
名
の
理
事
出
席
の
も
と
同
窓

会
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
代
議
員
会
へ
提
出
す
る

議
案
書
に
つ
い
て
討
議
が
お
こ
な
わ
れ
、
ほ
ぼ
原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

午
後
一
時
か
ら
来
賓
（
赫
法
人
理
事
長
、
池
本

学
長
）、
顧
問
二
名
を
お
迎
え
し
、
理
事
、
代
議
員

95
名
の
出
席
の
下
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
常
務
理
事
柴
田
芸
平
氏
ほ
か

ご
逝
去
さ
れ
た
会
員
の
方
に
黙
祷
を
さ
さ
げ
御
冥

福
を
お
祈
り
し
た
。

　

吉
田
事
務
局
長
の
開
会
宣
言
の
後
、
中
條
会

長
、
来
賓
の
挨
拶
が
な
さ
れ
、
議
長
に
福
岡
周
孝

氏
（
熊
本
県
・
大
15
期
）、
副
議
長
に
塚
田
明
氏

（
埼
玉
県
・
大
8
期
）、
議
事
録
署
名
人
に
左
向

敏
紀
氏
（
大
学
・
大
25
期
）、
清
水
一
政
氏
（
大

学
・
大
17
期
）
が
選
出
さ
れ
討
議
に
入
っ
た
。

第
一
号
議
案　

平
成
20
年
度
事
業
報
告

　

相
見
常
務
理
事
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

1　

平
成
20
年
度
代
議
員
会
開
催

　

�　

平
成
20
年
7
月
19
日
（
日
）
に
開
催
、
終
了



（�）	 日本獣医生命科学大学同窓会報　第 40 号	 平成 22 年１月

1　

平
成
21
年
度
代
議
員
会
開
催　
　

　

�　

平
成
21
年
7
月
19
日
（
日
）
母
校
Ｂ
棟
二
階

２
１
１
講
義
室
に
て
開
催
、
懇
親
会
開
催
予
定

2　

同
窓
会
会
員
個
人
情
報
の
電
子
化

3�　

母
校
百
三
十
周
年
記
念
事
業
の
同
窓
会
名
簿

発
行
準
備

4�　

母
校
百
三
十
周
年
記
念
事
業
へ
の
協
賛

5　

同
窓
会
館
建
設
準
備

6　

役
員
会
お
よ
び
委
員
会
等
の
開
催

7　

支
部
強
化
活
動

　

⑴�

代
議
員
会
不
参
加
支
部
に
対
し
て
代
議
員
会

参
加
の
要
請

　

⑵
支
部
総
会
へ
の
派
遣

8　

会
報
40
号
発
行

9�　

第
25
回
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
学
術
交
流

会
・
広
島
大
会
へ
の
協
賛

10　

大
学
へ
の
支
援

　

⑴
母
校
学
術
交
流
会
へ
の
協
賛

　

⑵�

梅
野
信
吉
賞
へ
の
記
念
盾
お
よ
び
副
賞
を
贈
呈

11　

学
生
会
員（
準
会
員
）へ
の
関
連
事
業

　

⑴
入
学
祝
い

　

⑵
卒
業
祝
い

　

⑶ 

同
窓
会
褒
賞
者
：
四
学
科
各
一
名

　

⑷ 

大
学
祭
へ
の
援
助

　

⑸ 

奨
学
生
候
補
者
の
選
考

　

⑹ 

就
職
支
援
活
動

第
四
号
議
案　

�

平
成
21
年
度
収
支
予
算（
案
）

　

平
成
21
年
度
収
支
予
算
案
が
寺
田
常
務
理
事
よ

り
説
明
が
あ
っ
た
。（
４
頁
参
照
）

第
五
号
議
案　

　

監
事
が
串
田
壽
明
氏
か
ら
針
谷
光
二
氏
へ
変
更

に
伴
い
、
理
事
は
針
谷
光
二
氏
か
ら
野
口
昭
氏
に

残
任
期
間
を
お
願
い
す
る
こ
と
を
提
案
、
慎
重
審

議
の
結
果
第
1
号
議
案
〜
第
5
号
議
案
は
全
員
賛

成
で
承
認
さ
れ
た
。

　

吉
田
常
務
理
事
よ
り
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
閉
会

と
な
っ
た
。

議
事
録
署
名
人　

清
水　

一
政

　

左
向　

敏
紀 

　

代
議
員
会
終
了
後
、〝
む
ら
さ
き
〟
に
て
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
た
。

全国支部会への派遣報告
支　部 開催日 場　　所

三 重 県 支 部 平成21年３月28日㈯ 松阪シティホテル
京 都 府 支 部 平成21年３月７日㈯ 福知山　サンプラザ万助
武蔵野三鷹支部 平成21年２月27日㈮ 三鷹　桜庵
鹿 児 島 県 支 部 平成21年１月24日㈯ ホテル京セラ
千 葉 県 支 部 平成20年12月14日㈰ ポートプラザちば
石 川 県 支 部 平成20年12月13日㈯ 金沢市ホテル金沢
群 馬 県 支 部 平成20年11月30日㈰ 伊香保　森秋旅館
熊 本 県 支 部 平成20年11月22日㈯ 熊本交通センターホテル
佐 賀 県 支 部 平成20年11月16日㈰ 武雄市　割烹古賀 
静 岡 県 支 部 平成20年10月25日㈯ 静岡市美保シーサイドホテル福田家
神 奈 川 県 支 部 平成20年10月12日㈰ 江ノ島水族館・江ノ島ニュー向洋
九 州 地 区 同 平成20年10月11日㈯ 沖縄ポートホテル
広 島 県 支 部 平成20年10月５日㈰ 鯉城会館（県民文化センター）
宮 城 県 支 部 平成20年９月21日㈰ 仙台ガーデンパレス
長 野 県 支 部 平成20年９月13日㈯ 松本ホテルニューステーション
岐 阜 県 支 部 平成20年９月７日㈰ 岐阜市ホテルグランヴェール岐山
四 国 連 合 支 部 平成20年９月６日㈯ 松山市にぎたつ会館
兵 庫 県 支 部 平成20年８月30日㈯ ホテル六甲莊
茨 城 県 支 部 平成20年８月29日㈮ 友部駅前・割烹須藤魚店
山 梨 県 支 部 平成20年８月27日㈬ 割烹高野
新 潟 県 支 部 会 平成20年８月２日㈯ 月岡温泉ホテル冠月
大 阪 府 支 部 平成20年７月26日㈯ プリムローズ
福 島 県 支 部 平成20年７月５日㈯ 磐梯熱海温泉・永楽館

以上23支部
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第４号議案平成 21 年度収支予算（案）
平成 21 年度一般会計収支予算書（案）

平成 21 年 4 月 1 日から平成 22 年 3 月 31 日まで

収入の部 （単位：円）

科　目 本年度予算額 前年度予算額 差　異 摘　要

１　同窓会費 8,700,000 8,700,000 0 本年度 2,000 口 , 過年度 900 口

２　入会金 18,400,000 18,400,000 0 50,000 円× 368 名

３　諸収入 82,000 49,000 33,000

　利息 12,000 9,000 3,000

　寄付金 60,000 30,000 30,000

　雑収入 10,000 10,000 0

当期収入合計（A） 27,182,000 27,149,000 33,000

前期繰越収支差額 6,644,049 3,365,459 3,278,590

収入合計（B） 33,826,049 30,514,459 3,311,590

支出の部

科　目 本年度予算額 前年度予算額 差　異 摘　要

１　事業費 12,300,000 11,500,000 800,000

　会誌発行費 0 0 0 会誌印刷、発送、学生会員配布等

　会報発行費 3,500,000 2,500,000 1,000,000 会報印刷、同窓会ニュ－ス、発
送等

　事業推進費 200,000 200,000 0

　支部助成費 700,000 800,000 △ 100,000 45 支部分

　学生会員援助費 3,700,000 3,500,000 200,000

大学祭 700,000、入学祝品
1,300,000、

卒業祝品
1,500,000、

表彰 200,000

　学術振興費 1,500,000 1,000,000 500,000 母校学術交流会、梅野賞など

　就職対策費 200,000 200,000 0 学生会員就職対策

　渉外費 300,000 300,000 0 法人母校等との折衝費

　慶弔費 200,000 200,000 0

　大学への協賛費 0 800,000 △ 800,000

　名簿発行準備費 2,000,000 2,000,000 0 氏名掲載アンケ－トなど

２　会議費 5,000,000 6,000,000 △ 1,000,000

　代議員会議費 4,000,000 5,000,000 △ 1,000,000 代議員旅費等

　役員会議費 1,000,000 1,000,000 0 理事会（旅費を含む）

３　事務費 7,400,000 7,700,000 △ 300,000

　事務手当 4,000,000 4,000,000 0 事務手当、アルバイト料、通勤
費等

　旅　費 1,500,000 1,600,000 △ 100,000 支部派遣

　印刷費 200,000 200,000 0 封筒、コピ－代、振替用紙等

　通信費 300,000 300,000 0 郵便料、電話代等

　振替・振込
　手数料費 100,000 100,000 0 郵便振替、銀行振込

　器具備品費 300,000 500,000 △ 200,000 事務機器など

　ホームページ
　管理運営費 800,000 800,000 0 63,000 円 / 月

　消耗品費 100,000 100,000 0 事務用品類など

　雑　費 100,000 100,000 0 残高証明など

４　特別会計繰入金 8,801,217 4,645,429 4,155,788

　名簿発行引当金 2,000,000 1,000,000 1,000,000

　同窓会館
　積立引当金 5,000,000 3,000,000 2,000,000

　奨学基金引当金 10,000 10,000 0

　退職給与引当金 102,200 67,200 35,000

　記念事業
　積立引当金 1,500,000 0 1,500,000 創立 130 周年記念準備

　減価償却引当金 189,017 568,229 △ 379,212

5 予備費 324,832 669,030 △ 344,198

当期支出合計（C） 33,826,049 30,514,459 3,311,590

当期収支差額（A-C）△ 6,644,049 △ 3,365,459 △ 3,278,590

次期繰越収支差額
（B-C） 0 0 0

第２号議案　平成 20 年度収支決算
平成 20 年度一般会計収支決算書

平成 20 年 4 月 1 日から平成 21 年 3 月 31 日まで

収入の部 （単位：円）

科　目 予算額 決算額 差　異 摘　要

１　同窓会費収入 8,700,000 6,399,000 2,301,000
「1,337 ＋ 789（19 年）＋ 6
（21 年）」口× 3,000 円、
端数 3,000 円

２　入会金収入 18,400,000 18,400,000 0 368 名× 50,000 円

３　諸収入 49,000 112,311 △ 63,311

　利　息 9,000 12,311 △ 3,311

　寄付金 30,000 100,000 △ 70,000

　雑収入 10,000 0 10,000

当期収入合計（A） 27,149,000 24,911,311 2,237,689

前期繰越金 3,365,459 3,365,459 0

収入合計（B） 30,514,459 28,276,770 2,237,689

支出の部

科　目 予算額 決算額 差　異 摘　要

１　事業費 11,500,000 8,371,957 3,128,043

　会誌発行費 0 0 0

　会報発行費 2,500,000 3,559,416 △ 1,059,416 38・39 号印刷、発送

　事業推進費 200,000 0 200,000

　支部助成費 800,000 552,900 247,100 38 支部；1,843 口× 300 円

　学生会員援助費 3,500,000 2,936,671 563,329
大学祭 50 万円、
入学祝品 1,064 千円（357 名）、
卒業祝品 1,276 千円（325 名）、
同窓会賞 96 千円（3 名）

　学術振興費 1,000,000 954,360 45,640
学術交流会（協賛金 30 万円、
交通費 15 万円など）、
梅野信吉賞 50 万円

　就職対策費 200,000 0 200,000

　渉外費 300,000 180,040 119,960 法人・母校等との交流費

　慶弔費 200,000 126,820 73,180 供花 5 件、支部長表彰 3 名

　大学への協賛費 800,000 0 800,000

　名簿発行準備費 2,000,000 61,750 1,938,250 目隠しシ－ルなど

２　会議費 6,000,000 3,344,962 2,655,038

　代議員会議費 5,000,000 2,850,542 2,149,458 代議員旅費・宿泊費、

　役員会議費 1,000,000 494,420 505,580 常務理事会、監査会

３　事務費 7,700,000 5,150,924 2,549,076

　事務手当 4,000,000 2,733,520 1,266,480 事務手当、バイト料、交通費

　旅　費 1,600,000 1,274,880 325,120 23 支部派遣

　印刷費 200,000 21,493 178,507 コピー代など

　通信費 300,000 111,644 188,356 電話代 47,311 円、
メ－ル便 28,000 円

　振込手数料費 100,000 11,865 88,135

　器具備品費 500,000 129,247 370,753 椅子、サイドテ－ブル、
プリンタ－ 9.7 万円

　ホームページ
　管理運営費 800,000 756,000 44,000 63,000 円 / 月

　消耗品費 100,000 63,396 36,604

　雑　費 100,000 48,879 51,121 事務用品（インク、伝票、リボン）
など

４　特別会計繰入金 4,645,429 4,572,298 73,131

　名簿発行引当金 1,000,000 1,000,000 0

　同窓会館
　積立引当金 3,000,000 3,000,000 0

　奨学基金引当金 10,000 10,000 0

　退職給与引当金 67,200 67,200 0

　減価償却引当金 568,229 495,098 73,131

５　固定資産取得費 0 192,580 △ 192,580 プロジェクタ－一式

６　予備費 669,030 0 669,030

当期支出合計（C） 30,514,459 21,632,721 8,881,738

当期収支差額（A-C） △ 3,365,459 3,278,590 △ 6,644,049

次期繰越収支差額
（B-C） 0 6,644,049 △ 6,644,049
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事
務
局
だ
よ
り

○
同
窓
会
本
部
へ
の
連
絡

氏
名
、
住
所
、
卒
業
学
科
、
卒
業
期
を
明
記
の
上
、

電
子
メ
ー
ル　

dosokai@nvlu.ac.jp

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ　

０
４
２
２
─

３
３
─
２
９
１
６

郵
便
等
で
お
願
い
し
ま
す
。

○�

同
窓
会
名
簿
を
充
実
化
す
る
た
め
の
お
願
い

　

住
所
不
明
の
会
員
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

「
個
人
情
報
調
査
票
」
が
手
元
に
届
い
て
い
な

い
方
は
、
住
所
の
変
更
届
け
あ
る
い
は
住
所
の
登

録
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
至
急
本
部
へ
調
査
票
を

請
求
さ
れ
る
か
、
住
所
・
氏
名
等
の
変
更
届
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

最
新
の
同
期
会
名
簿
が
有
り
ま
し
た
ら
本
部
へ

お
送
り
下
さ
い
。
な
お
、
支
部
会
名
簿
の
場
合

は
、
変
更
会
員
に
マ
ー
ク
を
付
け
て
お
送
り
下
さ

い
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
票
を
未
提
出
の
方
は
、〝
料
金
受
取
人
払

い
〟
の
期
限
が
切
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
面
倒
で
も

50
円
切
手
を
添
付
し
て
至
急
ご
返
送
下
さ
い
。

○
同
窓
会
名
簿
の
電
子
化

　

間
も
な
く
作
業
が
終
了
し
、
本
格
的
な
サ
ー
ビ

ス
運
営
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

運
営
は
同
窓
会
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
き

行
わ
れ
ま
す
。
保
護
法
の
詳
細
は
会
報
39
号
あ
る

い
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
し
て
下
さ

い
。

　

支
部
会
、
ク
ラ
ス
会
な
ど
で
サ
ー
ビ
ス
を
希
望

す
る
場
合
は
、
代
表
者
が
同
窓
会
本
部
へ
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
に
は
代
表
者
氏

名
、
卒
業
学
科
、
卒
業
期
、
住
所
、
電
話
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
お
よ
び
使
用
目
的
を
記
載
し
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
等
で
事
務
局
へ
お
送
り
下
さ
い
。
事

務
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
記
録
と
照
ら
し
合
わ

せ
、
電
話
で
代
表
者
本
人
確
認
の
連
絡
を
致
し
ま

す
。
本
人
確
認
が
終
了
し
た
後
に
会
長
へ
申
請
書

を
提
出
し
ま
す
。
会
長
の
承
認
が
得
ら
れ
た
場
合

は
申
請
の
あ
っ
た
氏
名
、
住
所
の
み
の
デ
ー
タ
を

お
渡
し
し
ま
す
。
こ
れ
を
申
請
し
た
目
的
以
外
に

使
用
さ
れ
ま
す
と
会
則
違
反
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
下
さ
い
。

○
会
費
納
入
の
お
願
い

　

本
会
の
事
業
は
、
会
員
の
会
費
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
同
封
さ
れ
て
い
る
振
込
取
扱
票

に
よ
り
会
費
の
納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
支
部
か
ら
一
括
納
入
さ
れ
る
方
は
、
各

支
部
の
指
示
に
て
会
費
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

振
込
先
は

　

口
座
番
号
０
１
５
０
─

１
─
２
０
２
２
９

　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会
宛
で
す
。

　

払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
は
卒
業
学
科
、
卒
業

期
、
住
所
等
変
更
等
の
有
無
を
明
記
し
て
下
さ

い
。
払
込
人
住
所
氏
名
欄
に
は
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
下
さ
い
。

　

振
込
取
扱
票
の
必
要
な
方
は
、
本
部
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

○
お
願
い

　

次
に
該
当
さ
れ
る
方
は
本
部
へ
氏
名
、
住
所
、

卒
業
学
科
、
卒
業
期
を
明
記
の
上
ご
連
絡
下
さ
い
。

他
大
学
で
博
士
号
、
修
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
方
。

　

国
会
議
員
、
市
町
村
長
、
県
議
会
議
員
等
に
選

出
さ
れ
た
方
。
叙
勲
を
授
与
さ
れ
た
方
。

　

ご
逝
去
さ
れ
た
方
。　

○�

次
回
の
41
号
会
報
よ
り
親
し
み
や
す
い
形
式
に

刷
新
す
る
計
画
で
す
。
ま
た
、
今
号
か
ら
掲
載

し
ま
し
た
が
「
支
部
会
だ
よ
り
」
と
し
て
各
県

支
部
の
活
動
状
況
な
ど
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。支

部
会
だ
よ
り

日
獣
大
同
窓
会
の
活
性
化
に
思
う

日
獣
大
同
窓
会
熊
本
県
支
部　

四
宮　

義
和

　

大
学
同
窓
会
へ
の
理
解
者
は
、
大
学
及
び
教
授

陣
に
対
す
る
在
学
中
の
恩
義
や
、
研
究
室
及
び
部

活
等
を
通
じ
て
の
学
友
な
ど
親
近
感
を
強
く
持
ち

続
け
て
い
る
人
達
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
人
達
は
同
窓
生
の
中
で
も
限
定
さ
れ
る

よ
う
で
す
。

　

私
は
同
窓
会
地
方
支
部
に
お
い
て
十
二
年
間

三
名
の
支
部
長
に
事
務
局
と
し
て
仕
え
、
先
日
、

退
任
し
ま
し
た
が
、
事
務
局
を
引
き
受
け
た
当

初
、
総
会･

懇
親
会
出
席
者
も
会
費
納
付
者
も
約

１
０
０
名
の
会
員
中
三
割
程
度
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
二
年
目
か
ら
同
窓
会
へ
の
愛
着
と

関
心
を
引
き
付
け
る
た
め
、
総
会･

懇
親
会
欠
席

者
に
は
①
「
総
会
開
催
状
況
報
告
」
と
「
大
学

･

同
窓
会
関
連
資
料
」
を
送
付
、
②
毎
年
1
月
に

は
「
本
部
同
窓
会
報
」
の
送
付
、
③
3
月
の
年
度

末
会
費
納
付
前
に
は
会
費
未
納
者
へ
の
「
納
付
依

頼
書
」
を
送
付
す
る
な
ど
年
三
回
の
文
書
を
発
送

し
、
あ
て
名
は
手
書
き
で
書
き
、
一
言
付
け
加
え

る
こ
と
に
努
め
る
と
も
に
、
総
会
出
欠
の
回
答
が

無
い
場
合
は
個
別
に
電
話
連
絡
し
出
席
を
促
し
ま

し
た
。
す
る
と
二
年
目
か
ら
納
付
率
五
割
と
な

り
、
三
年
目
か
ら
は
六
割
に
向
上
、
総
会
・
懇
親

会
出
席
者
も
三
割
か
ら
五
割
に
増
加
、
支
部
会
員

同
士
の
連
携
も
ス
ム
ー
ス
で
お
互
い
に
い
ろ
ん
な

面
で
支
援･

協
力
的
な
態
勢
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
十
年
が
経
過
し
た
現
在
で
は
会
費
五

割
、
総
会
出
席
率
三
割
程
度
に
落
ち
込
ん
で
い
ま

す
。
原
因
は
中
堅
世
代
お
よ
び
獣
医
学
科
以
外
の

卒
業
者
の
不
参
加
で
あ
り
、
最
も
大
き
な
要
因
は

大
学
の
医
療
セ
ン
タ
ー
建
設
募
金
・
教
育
棟
建
設

募
金
等
が
連
続
し
た
た
め
に
、
募
金
未
納
付
者
は

そ
の
ま
ま
支
部
総
会
へ
の
不
参
加
と
会
費
納
付
減

少
へ
繋
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

本
部
会
費
徴
収
の
実
績
を
見
て
み
ま
す
と
、
二

割
程
度
の
現
況
を
納
付
率
四
～
五
割
へ
向
上
さ
せ

る
に
は
、
全
国
事
務
局
長
会
議
を
開
催
し
、
同
窓

会
へ
の
理
解
と
結
束
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
支
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同
窓
会
関
係
情
報

学
位
取
得
者

獣
医
学
専
攻　

博
士
課
程

甲
第
124
号	

甘
粕　

晃
平	

（
獣
医
生
理
学
）

甲
第
125
号	

礒
谷　

真
弓	

（
獣
医
臨
床
繁
殖
学
）

甲
第
126
号	

髙
石　

裕
未	

（
獣
医
放
射
線
学
）

甲
第
127
号	

田
村　

恭
一	

（
獣
医
臨
床
繁
殖
学
）

甲
第
128
号	

Chutharat Munchan　
（
魚
病
学
）

甲
第
129
号	

趙　
　

東
威	

（
獣
医
外
科
学
）

甲
第
130
号	

手
嶋　

隆
洋	

（
獣
医
外
科
学
）

甲
第
131
号	

Pham Minh Duc　
（
魚
病
学
）

甲
第
132
号	

八
木
原
紘
子	

（
獣
医
臨
床
繁
殖
学
）

甲
第
133
号	

森　
　

昭
博	

（
獣
医
生
理
化
学
）

乙
第
277
号	

片
山　

泰
章	

（
獣
医
外
科
学
）

乙
第
278
号	

野
呂　

太
一	

（
獣
医
衛
生
学
）

乙
第
279
号	

笠
井　
　

潔	

（
獣
医
寄
生
虫
学
）

乙
第
280
号	

上
田　

英
夫	

（
比
較
動
物
医
学
）

母
校
入
学
試
験
結
果

平成 21 年度入試　倍率　一覧表
平成 21 年 4 月

試験区分 学　科 志願者数 受験者数 合格者数 倍　率

〈推　薦〉

獣医 109 106 21 5.05
保健看護 79 79 28 2.82
動物 28（3） 28（3） 26（3） 1.08
食品 30（15） 29（15） 29（15） 1

〈社会人〉

獣医 5 5 1 5
保健看護 1 1 0 0
動物 0 0 0 0
食品 0 0 0 0

〈帰　国〉

獣医 3 3 1 3
保健看護 0 0 0 0
動物 0 0 0 0
食品 0 0 0 0

〈後継者〉 獣医 20 19 5 3.8

〈学　士〉

獣医 37 37 2 18.5
保健看護 0 0 0 0
動物 0 0 0 0
食品 0 0 0 0

推薦＋特別 （小計） 312 307 113 -

第 1 回
一般入試

獣医 1,370 1,312 103 12.74
保健看護 423 412 99（3） 4.16
動物 425 414 132 3.14
食品 157 153 113（4） 1.35
（小計） 2,375 2,291 447 -

センター試験

獣医 415 415 42 9.88
保健看護 147 147 39 3.77
動物 167 167 20 8.35
食品 87 87 20 3.45
（小計） 816 816 121 -

第 2 回
一般入試

獣医 574 523 16（8） 32.69
保健看護 82 78 28（11） 2.79
動物 71 61 25（8） 2.44
食品 55 42 20 2.1
（小計） 782 704 89 -

総合計 4,285 3,414 770 -

平成 21 年度入試　地区別入学者　一覧表

地　区 獣医学科 獣医保健
看護学科 動物科学科 地区　計

北 海 道 0 1 1 2
東 北 4 6 3 13
関東甲信越 69 74 78 221
北 陸 2 3 0 5
東 海 4 3 3 10
近 畿 7 5 0 12
中 国 2 1 0 3
四 国 1 1 2 4
九 州 6 2 0 8
そ の 他 1 0 1 2

計 96 96 88 280

※�（ ）内は指定校推薦、第 1回追加合格者：N3名、
F4 名含む。
第 2回追加合格者：V8名、N11 名、Z8 名含む。

入学者数

獣 医 学 科 98 名

獣医保健看護学科 96 名

動 物 科 学 科 88 名

食 品 科 学 科 90 名

　

平
成
二
十
一
年
度
の
母
校
入
学
試
験
は
次
の
よ

う
な
結
果
で
あ
っ
た
。

応
用
生
命
科
学
専
攻　

博
士
前
期
課
程

第
7
号	

岩
﨑　

永
治	

（
動
物
栄
養
学
）

第
8
号	

Quang Thi Dong Thuy

（
食
料
自
然
共
生
経
済
学
）

第
9
号	

髙
橋
奈
緒
子	

（
動
物
栄
養
学
）

第
10
号	

髙
濱　

結
花	

（
食
品
化
学
）

第
11
号	

田
中　

絢
子	

（
食
品
工
学
）

第
12
号	

沼
尾　

真
人	

（
動
物
生
理
制
御
学
）

第
13
号	

三
室　

明
寛	

（
動
物
生
産
化
学
）

　

会
報
39
号
に
記
載
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
、
こ
こ

に
お
詫
び
し
て
記
載
い
た
し
ま
す
。

〈
博
士
〉

　

大
野　

平
祐	

（�

大

学
50
期
・
食
品
）
獣
医
学

博
士
（
母
校
）

　

県
議
会
議
員

　

�

竹
下　

博
英	

（�

大

学
24
期
・
獣
医
）
秋
田
県

議
会
議
員
に
当
選

母 

校 

近 

況

■ 

母
校
教
員
人
事

○
新
任

　

教　

授

　
　

牛
島　
　

仁
（
動
物
生
殖
学
）

　

准
教
授

　
　

田
口　

文
広
（
獣
医
微
生
物
学
）

　

助　

教

　
　

大
石　

元
治
（
獣
医
解
剖
学
）

　
　

原
田　

和
記
（
獣
医
微
生
物
学
）

　
　

中
田　

友
明
（
比
較
動
物
医
学
）

　
　

野
瀬　
　

出
（
比
較
発
達
心
理
学
）

部
事
務
局
長
及
び
役
員
が
日
頃
か
ら
会
員
と
の
連

絡
を
密
に
し
、
各
学
科
卒
業
者
の
横
の
連
携
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
支
部
内
で
総
会･

懇
親
会

だ
け
で
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
（
ゴ
ル
フ
な
ど
）
な
ど

行
な
う
こ
と
が
、
現
況
打
開
の
第
一
歩
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
部
に
お
い
て
支
部
強
化
策
を
ご
検
討
の
う

え
、
本
部･

支
部
の
連
携
強
化
を
具
体
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
大
学
及
び
同
窓
会
の
限
り
な
い
発
展

を
祈
念
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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本
畜
産
技
術
士
会
長
賞
、
同
窓
会
長
賞
は
、
各
最

終
学
年
の
学
生
を
対
象
と
し
て
選
出
さ
れ
、
武
蔵

野
賞
は
各
学
年
か
ら
選
出
さ
れ
る
。
授
与
は
最
終

学
年
は
学
位
記
授
与
式
に
て
表
彰
さ
れ
、
在
学
生

は
入
学
式
に
て
表
彰
さ
れ
た
。

⑴　

学
長
賞

　
　

獣

医

学

科	

佐　

藤　

朝　

香

　
　

獣
医
保
健
看
護
学
科	

三　

浦　
　
　

睦

　
　

動
物
科
学
科	

及　

川　

真　

実

　
　

食
品
科
学
科	

伊　

藤　

み
の
り

⑵　

社
団
法
人　

日
本
獣
医
師
会
褒
賞

　
　

獣

医

学

科	

鳥　

居　

こ
ず
恵

⑶　

日
本
畜
産
技
術
士
会
会
長
賞

　
　

動
物
科
学
科	

兼　

岩　

慶　

子

⑷　

同
窓
会
長
賞　

　
　

獣

医

学

科	

山　

本　

真　

弘

　
　

獣
医
保
健
看
護
学
科	

鄭　
　
　

英　

和

　
　

動
物
科
学
科	

澁　

井　

美
菜
子

　
　

食
品
科
学
科	
岡　

見　

彩　

子

⑸　

武
蔵
野
賞

　
　

獣
医
学
科
２
年　
　
　
　

池　

谷　

早　

代

　
　

獣
医
学
科
３
年　
　
　
　

赤　

津　

佳
菜
子

　
　

獣
医
学
科
４
年　
　
　
　

八　

木　

智　

子

　
　

獣
医
学
科
５
年　
　
　
　

井　

上　
　
　

元

　
　

獣
医
学
科
６
年　
　
　
　

前　

田　

ま
り
か

　
　

獣
医
保
健
看
護
学
科
２
年　

石　

田　

沙　

恵

　
　

獣
医
保
健
看
護
学
科
３
年　

丸　

山　

基　

世

　
　

獣
医
保
健
看
護
学
科
４
年　

市　

堀　

あ
さ
き

　
　

動
物
科
学
科
2
年　
　
　

小　

渕　

智　

子

　
　

動
物
科
学
科
３
年　
　
　

長　

野　

春　

香

　
　

動
物
科
学
科
４
年　
　
　

諏　

訪　

聖　

哉

　
　

食
品
科
学
科
２
年　
　
　

井　

上　
　
　

航

　
　

食
品
科
学
科
３
年　
　
　

真　

壁　

友
里
子

　
　

食
品
科
学
科
４
年　
　
　

細　

野　

真　

澄

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
り
、
来
春
に
は
朗

報
が
届
け
ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

平
成
二
十
年
度

獣
医
師
国
家
試
験
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
度
（
第
60
回
）
獣
医
師
国
家
試
験
は

平
成
21
年
3
月
2
・
3
日
に
実
施
さ
れ
、
そ
の
結

果
は
3
月
18
日
に
発
表
さ
れ
た
。

　

本
学
新
卒
者
の
合
格
率
は
75
・
3
％
（
新
卒
者

全
国
平
均
86
・
3
％
）
で
、
全
国
16
大
学
で
最
低

の
成
績
で
あ
っ
た
。
原
因
は
種
々
考
え
ら
れ
る

が
、
要
因
は
、
甘
い
進
級
基
準
、
再
々
試
験
の
実

施
と
い
っ
た
繰
り
返
し
の
救
済
措
置
に
伴
う
学
生

の
緊
張
感
の
低
下
、
そ
れ
ま
で
の
高
い
合
格
率
に

よ
る
教
員
の
油
断
の
2
つ
に
集
約
さ
れ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

災
い
転
じ
て
福
と
な
る
よ
う
、
学
長
、
学
部
長

の
陣
頭
指
揮
の
下
、
今
年
4
月
以
降
、
種
々
の
改

革
を
行
っ
て
い
る
。
教
育
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た

め
、
過
去
の
国
家
試
験
問
題
が
閲
覧
で
き
、
他
大

学
の
国
家
試
験
情
報
が
取
れ
る
よ
う
パ
ソ
コ
ン
を

複
数
台
設
置
し
た
教
育
推
進
室
が
開
設
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
卒
業
論
文
提
出
時
期
の
繰
上
げ
、
卒
業

試
験
内
容
、
実
施
時
期
の
見
直
し
、
総
合
獣
医
学

講
義
内
容
の
検
討
、
既
卒
不
合
格
者
の
た
め
の
土

曜
学
級
の
開
講
な
ど
、
国
家
試
験
合
格
率
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
種
々
の
対
策
を
進
め

　
　

森　
　

昭
博
（
獣
医
保
健
看
護
学
臨
床
部
門
）

　
　

中
尾　

暢
宏
（
動
物
生
理
制
御
学
）

　
　

江
草　
　

愛
（
食
品
機
能
化
学
）

○
昇
任

　

教　

授

　
　

天
尾　

弘
実
（
実
験
動
物
学
）

　

准
教
授

　
　

堀　
　

達
也
（
獣
医
臨
床
繁
殖
学
）

　
　

石
岡　

克
己
（
獣
医
保
健
看
護
学
臨
床
部
門
）

　

講　

師

　
　

原
田　

恭
治
（
獣
医
外
科
学
）

　
　

山
本　

昌
美
（
獣
医
保
健
看
護
学
応
用
部
門
）

　
　

水
越　

美
奈
（
獣
医
保
健
看
護
学
臨
床
部
門
）

　
　

岡
田
幸
之
助
（
動
物
生
殖
学
）

○
配
置
換

　

獣
医
高
度
医
療
学

　

准
教
授

　
　

竹
村　

直
行
（
獣
医
内
科
学
）

○
退
職

　
　

鷲
巣　
　

誠
（
獣
医
高
度
医
療
学
）

○
定
年
退
職

　

教　

授

　
　

柿
市　

德
英
（
獣
医
衛
生
学
）

　
　

友
金　
　

弘
（
動
物
生
殖
学
）

○
名
誉
教
授
の
称
号
授
与

　
　

柿
市　

德
英
（
獣
医
衛
生
学
）

　
　

友
金　
　

弘
（
動
物
生
殖
学
）

■ 

学
生
表
彰

　

学
長
賞
、
社
団
法
人
日
本
獣
医
師
会
褒
賞
、
日

獣
医
保
健
看
護
学
科 

　

─
第
Ⅰ
期
生
の
巣
立
ち
─

　

獣
医
保
健
看
護
学
科
は
、
旧
日
本
獣
医
畜
産

大
学
が
学
校
教
育
法
第
91
条
の
３
に
基
づ
き
平
成

15
年
４
月
に
創
設
し
た
動
物
保
健
学
別
科
（
二
年

制
：
小
動
物
臨
床
看
護
師
の
養
成
を
目
的
：
平
成

17
年
３
月
廃
止
）
を
ベ
ー
ス
に
平
成
17
年
４
月
に

獣
医
学
部
の
一
学
科
（
四
年
制
：
定
員
80
名
／
学

年
）
と
し
て
開
設
さ
れ
以
来
、
五
年
目
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。
本
年
３
月
に
は
第
一
期
生
が
社
会
に

巣
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
就
職
状
況
の
概
要
を
報
告

し
ま
す
。

　

第
一
期
生
の
進
路
状
況
を
示
す
と
図
の
よ
う
な

領
域
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
小
動
物
病
院
（
動
物
看

護
職
）、
医
薬
品
関
係
会
社
（
開
発
、
製
造
、
営

業
等
）、
検
査
関
係
会
社
、
動
物
関
連
サ
ー
ビ
ス

業
、
大
学
院
進
学
等
が
主
な
進
路
先
等
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

当
学
科
の
教
育
目
標
は
、
小
動
物
（
家
庭
動

物
）
診
療
領
域
に
お
け
る
動
物
看
護
職
の
養
成
を

基
盤
と
し
て
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
獣
医
療
技
術

職
と
し
て
、
そ
の
目
指
す
職
域
を
産
業
動
物
、
野

生
動
物
、
実
験
動
物
の
保
健
看
護
・
衛
生
検
査
並

び
に
家
畜
衛
生
、
公
衆
衛
生
等
の
広
い
分
野
に
展

開
す
べ
く
、
専
門
性
の
高
い
技
術
者
を
育
成
す
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
獣
医
保
健
看
護
学
分
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野
の
教
育
・
研
究
者
を
育
成
す
る
た
め
、
平
成
21

年
４
月
に
は
大
学
院
獣
医
生
命
科
学
研
究
科
に
獣

医
保
健
看
護
学
専
攻
（
修
士
課
程
）
を
開
設
し
、

平
成
23
年
度
に
は
博
士
課
程
を
開
設
す
る
予
定
で

す
。
今
後
、
獣
医
保
健
看
護
学
教
育
コ
ア
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
確
立
、
国
家
資
格
制
度
の
確
立
等
、

新
た
に
開
拓
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
目
白
押
し

で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
並
び
に
ご
支
援
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

第
二
回
梅
野
信
吉
賞
受
賞
者
決
定

研
究
推
進
委
員
会　

委
員
長 

新 

井 

敏 

郎

　

平
成
20
年
度
梅
野

信
吉
賞
受
賞
者
に
獣

医
生
理
化
学
教
室
・

山
本
一
郎
助
教
が
選

出
さ
れ
た
。

　

山
本
先
生
は
、
三
重
大
学
卒
業
後
、
名
古
屋
大

学
で
学
位
を
所
得
し
た
後
、
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー

タ
大
学
医
学
部
お
よ
び
本
学
ハ
イ
テ
ク
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
で
ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
と
し
て
研
究
に
従

事
し
、
平
成
20
年
４
月
に
獣
医
学
科
・
獣
医
生
理

化
学
教
室
の
助
教
と
し
て
本
学
に
赴
任
し
た
。
専

門
は
分
子
生
物
学
で
、
現
在
は
主
に
犬
、
猫
の
代

謝
障
害
の
遺
伝
子
診
断
法
の
開
発
、
ホ
ル
モ
ン
レ

セ
プ
タ
ー
の
遺
伝
子
解
析
を
行
っ
て
い
る
。

　

受
賞
の
研
究
テ
ー
マ
は
「
グ
レ
リ
ン
受
容
体

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
消
化
管
機
能
制
御
機
構
」
で
あ

る
。
グ
レ
リ
ン
と
は
近
年
発
見
さ
れ
た
比
較
的
新

し
い
ペ
プ
チ
ド
ホ
ル
モ
ン
で
、
胃
か
ら
血
流
を
介

し
て
分
泌
さ
れ
、
摂
食
行
動
の
促
進
、
下
垂
体
か

ら
の
成
長
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
促
進
な
ど
多
様
な
生

理
作
用
を
有
す
る
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
。
血
中
に
分

泌
さ
れ
た
グ
レ
リ
ン
が
標
的
器
官
・
細
胞
に
作
用

す
る
に
は
グ
レ
リ
ン
受
容
体
へ
の
結
合
が
必
須

で
、
こ
れ
はG

蛋
白
質
共
役
型
の
受
容
体
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
グ
レ
リ
ン
受
容
体
は
そ

の
構
造
・
性
質
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
形
成
し
て
お

り
、
い
ず
れ
も
消
化
管
の
生
理
機
能
に
密
接
に
関

与
し
、
ニ
ワ
ト
リ
を
使
っ
て
分
子
生
物
学
的
な
解

析
を
行
っ
た
。
グ
レ
リ
ン
受
容
体
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

遺
伝
子
を
解
析
す
る
た
め
にcDNA

ク
ロ
ー
ニ
ン

グ
、
各
組
織
に
お
け
るmRNA

発
現
解
析
、
そ
し

て
得
ら
れ
た
塩
基
配
列
情
報
を
も
と
に
培
養
細
胞

株
に
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ル
モ
ン
が
受
容
体
を
介

し
て
細
胞
内
カ
ル
シ
ウ
ム
濃
度
を
上
昇
さ
せ
る
こ

と
も
明
ら
か
に
し
た
。
特
に
遺
伝
子
解
析
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
情
報
は
重
要
で
、
犬
、
猫
の
肥
満
あ

る
い
は
糖
尿
病
と
い
っ
た
疾
病
の
早
期
診
断
、
遺

伝
子
診
断
の
開
発
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

授
賞
式
は
平
成
21
年
４
月
６
日
の
入
学
式
の
中

で
執
り
行
わ
れ
、
池
本
学
長
か
ら
表
彰
状
、
記
念

楯
な
ら
び
に
副
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
記
念
楯
お
よ

び
副
賞
は
同
窓
会
の
寄
付
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

─
◦
─
◦
─

本学大学院（獣医保健看護学）10人
東京医歯大（医学） ２人
阪大（医学） １人

１人
１人
１人
１人
１人

宇都宮大（農学）
茨城大（農学）
横浜市立大（医学）
兵庫県立大（環境人間学）
明治大（農学）

資格認定試験
合格率　100％（日本小動物獣医師会ならびに日本動物看護学会認定試験）

動物病院
医薬品等製造業
動物医薬品販売業
検査・研究支援業務
動物関連サービス業
野生動物関係
社会活動動物
同異物看護等専門学校
医療サービス業
コンピュータ関連業種
その他の業種
大学院進学
その他（研究生など）
その他

その他　7％

動物病院　21％

医薬品等製造業
15％

動物医薬品販売業
2％

検査・研究支援業務
10％動物関連サービス業

8％野生動物関係　1％
社会活動動物　1％

動物看護等専門学校　3％　
医療サービス業　2％

コンピュータ関連業種　2％

その他の業種　8％

大学院進学　20％

その他
（研究生など）
1％

獣医保健看護学科第１期生の就職状況（2008 年度）

平
成
21
年
度 �

学
術
交
流
会 

広
島
市
で
開
催

　

第
25
回
に
当
た
る
平
成
21
年
度
の
学
術
交
流
会

が
、
広
島
市
の
平
和
記
念
公
園
に
隣
接
す
る
県
民

文
化
セ
ン
タ
ー
（
鯉
城
会
館
）
に
お
い
て
、
10
月

11
日
の
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

本
学
の
学
術
交
流
会
は
、
同
窓
会
員
の
方
々
と

母
校
教
職
員
と
が
、
と
も
に
学
び
親
睦
を
計
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
広
島
県

本
卓
夫
支
部
長
を
始

め
、
広
島
県
同
窓
会
支
部
の
方
々
を
中
心
に
中
国

お
よ
び
四
国
地
区
の
同
窓
会
の
協
力
の
も
と
、
中

国
・
四
国
地
区
大
会
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
午
前
中
に
「
犬
の
ク
ッ
シ
ン
グ

病
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
本
学
の
臨
床
系
教
員
二

名
に
よ
る
小
動
物
臨
床
に
関
す
る
教
育
講
演
が
行

わ
れ
た
。
本
学
の
同
窓
会
員
だ
け
で
は
な
く
、
近

県
の
小
動
物
臨
床
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
々
を
含

め
、
約
80
名
の
参
加
が
あ
り
質
疑
応
答
も
活
発
に

行
わ
れ
た
。
午
後
か
ら
は
、
一
般
市
民
お
よ
び

市
内
の
動
物
看
護
系
学
生
の
た
め
の
公
開
講
座

で
「
食
の
安
全
と
環
境
」、「
動
物
由
来
感
染
症
： 

SARS

と
豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」、「
ク
ロ
ー
ン
生

産
技
術
の
利
用
性
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、
本
学
の
専

門
の
先
生
に
今
注
目
さ
れ
て
い
る
食
の
安
全
に
関

す
る
講
演
が
開
催
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
別
の
会
場

で
は
、「
動
物
看
護
師
の
役
割
」、「
獣
医
療
技
術

職
（
動
物
看
護
職
）
の
現
状
と
国
家
資
格
認
定
制

度
化
」、「
ア
ニ
マ
ル
・
セ
ラ
ピ
ー
の
生
理
心
理
学
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的
な
効
果
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、
本
学
の
獣
医
保
健

看
護
学
科
お
よ
び
広
島
県
立
大
学
の
先
生
に
、
動

物
看
護
に
関
す
る
講
演
が
開
催
さ
れ
た
。
両
会
場

合
わ
せ
て
約
１
３
０
名
も
の
参
加
者
が
あ
り
、
盛

況
の
内
に
公
開
講
座
が
終
了
し
た
。

　

午
後
４
時
過
ぎ
か
ら
は
、
東
京
か
ら
参
加
し
た

教
職
員
・
同
窓
会
の
役
員
の
方
々
お
よ
び
広
島
県

を
は
じ
め
中
国
・
四
国
地
区
の
同
窓
の
方
々
と
の

懇
親
会
が
開
か
れ
、
と
て
も
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

で
あ
っ
た
。

　

来
年
は
、
母
校
武
藏
境
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
、

第
26
回
学
術
交
流
会
を
開
催
予
定
で
す
が
、
今
回

の
経
験
を
生
か
し
、
さ
ら
に
実
り
多
い
会
を
開
く

よ
う
、
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
行
委
員
長  

河
上 

栄
一

─
◦
─
◦
─ 

平
成
20
年
度 
学
位
記
授
与
式
挙
行

　

平
成
21
年
３
月
11
日
（
水
）
午
前
10
時
か
ら
、

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学

｢
平
成
20
年
度
学
位
記

授
与
式｣

が
ア
リ
ー
ナ
（
体
育
館
）
に
お
い
て
挙

行
さ
れ
た
。

　

獣
医
生
命
科
学
研
究
科
獣
医
学
専
攻
博
士
課
程

修
了
者
及
び
論
文
審
査
合
格
者
15
名
、
ま
た
、
応

用
生
命
科
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了
者
７
名
、

獣
医
学
科
90
名
、
獣
医
保
健
看
護
学
科
92
名
、
動

物
科
学
科
70
名
、
食
品
科
学
科
76
名
の
計
３
５
０

名
に
学
位
記
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

今
年
度
初
め
て
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
獣
医

保
健
看
護
学
科
に
つ
い
て
は
、
本
学
付
属
動
物
医

療
セ
ン
タ
ー
等
を
は
じ
め
と
す
る
小
動
物
臨
床
の

個
人
開
業
動
物
病
院
の
動
物
看
護
師
と
し
て
27
％

が
就
職
し
て
い
ま
す
。

　

動
物
科
学
科
に
お
い
て
は
、
畜
産
業
・
農
業
関

連
、
動
物
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
等
多
岐
に
亘
り
就
職

し
て
い
ま
す
。

　

食
品
科
学
科
は
、
例
年
同
様
食
品
製
造
関
係
へ

約
31
％
の
卒
業
生
が
就
職
し
て
い
ま
す
。

　

最
終
的
な
就
職
希
望
者
の
就
職
率
は
獣
医
学
科

が
93
％
、
獣
医
保
健
看
護
学
科
92
％
、
動
物
科
学

科
100
％
、
食
品
科
学
科
が
94
％
で
し
た
。

─
◦
─
◦
─

平
成
20
年
度 

卒
業
生
就
職
状
況

　

平
成
20
年
度
卒
業
生
の
就
職
状
況
を
学
科
別
に

見
る
と
、
次
の
よ
う
で
す
。

　

獣
医
学
科
は
、
小
動
物
臨
床
の
個
人
開
業
動
物

病
院
に
約
64
％
の
卒
業
生
が
就
職
し
て
お
り
、
相

変
わ
ら
ず
根
付
良
い
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度 

入  

学  

式

　

平
成
21
年
４
月
６
日
（
月
）
午
前
10
時
か
ら
、

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学

｢

平
成
21
年
度
入
学

式｣

が
ア
リ
ー
ナ
（
体
育
館
）
に
お
い
て
挙
行
さ

れ
た
。

　

獣
医
生
命
科
学
研
究
科
の
大
学
院
生
31
名
（
獣

医
学
専
攻
博
士
課
程
９
名
（
10
月
入
学
者
１
名
含

む
）、
獣
医
保
健
看
護
学
専
攻
修
士
課
程
10
名
、

応
用
生
命
科
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
11
名
、
同

後
期
課
程
1
名
）、
獣
医
学
科
98
名
（
学
士
入
学

２
名
含
む
）、
獣
医
保
健
看
護
学
科
96
名
、
動
物

科
学
科
88
名
、
食
品
科
学
科
90
名
の
新
入
生
計

４
０
３
名
が

入
学
し
た
。
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平
成
21
年
度 �

体
育
祭
が
武
蔵
野
競

技
場
に
て
開
催　

　

平
成
21
年
10
月
１
日
（
木
）
秋
晴
れ
の
も
と
武

蔵
野
陸
上
競
技
場
に
お
い
て
、
体
育
会
ク
ラ
ブ
を

中
心
と
し
た
学
生
約
３
０
０
名
が
参
加
し
か
い
さ

い
さ
れ
た
。

　

各
チ
ー
ム
と
も
日
頃
の
成
果
を
発
揮
す
る
べ
く

各
種
目
に
汗
ま
み
れ
で
取
り
組
ん
で
い
た
。

平
成
21
年
度 

動
物
慰
霊
祭
挙
行

　

平
成
21
年
10
月
29
日
（
木
）
正
午
よ
り
本
学
中

庭
の
「
仁
畜
の
碑
」
前
に
て
、
平
成
21
年
度
動
物

慰
霊
祭
が
、
無
宗
教
献
花
方
式
を
も
っ
て
し
め
や

か
に
執
り
行
わ
れ
た
。

　

開
式
の
言
葉
に
続
き
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
、
学
長

お
よ
び
学
生
代
表
の
軟
式
庭
球
部
主
将
よ
り
、
追

悼
の
言
葉
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
学

長
、
大
学
院
獣
医
生
命
科
学
研
究
科
長
、
獣
医
学

部
長
、
応
用
生
命
科
学
部
長
、
動
物
医
療
セ
ン

タ
ー
院
長
、
牧
場
長
、
生
命
科
学
共
同
研
究
施
設

管
理
主
任
、
動
物
実
験
委
員
長
、
学
生
代
表
に
よ

る
指
名
献
花
の
後
、
教
職
員
、
学
生
等
約
３
０
０

名
の
参
列
者
が
献
花
を
お
こ
な
い
、
動
物
達
の
冥

福
を
祈
っ
た
。

平
成
21
年
度 �

日
獣
祭
が
賑
や
か
に

開
催
さ
れ
る

　

第
60
回
日
獣
祭
は
平
成
21
年
10
月
31
日
（
土
）

～
11
月
１
日
（
日
）
の
二
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ

れ
約
２
、０
０
０
名
の
来
場
者
が
あ
っ
た
。

　

二
日
間
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
家
族
連
れ
が

数
多
く
見
受
け
ら
れ
な
か
、
恒
例
の
ペ
ッ
ト

シ
ョ
ー
、
愛
奏
会
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン

サ
ー
ト
等
好
評
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

　

本
年
の
テ
ー
マ
は
「
軌
跡
」
で
、
第

60
回
を
記
念
し
て
日
獣
祭
の
歴
史
を
辿
り
、
伝
統

を
大
切
に
し
つ
つ
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
よ
う

と
い
う
概
念
か
ら
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。
軌
跡
と

は
、
そ
の
人
が
辿
っ
て
き
た
精
神
・
行
動
の
遍
歴

の
跡
や
、
同
一
組
織
・
運
動
な
ど
が
そ
れ
ま
で
に

経
過
し
て
き
た
推
移
の
跡
。
と
辞
典
に
は
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
自
分
の
過
去
を
振
り
返
る

と
共
に
本
学
が
１
３
０
年
近
い
歴
史
を
重
ね
て
き

た
足
跡
を
辿
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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の
中
が
必
要
だ
と
思
っ
て
く
れ
て
い
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
大
き
な
変
革
の

時
代
で
す
が
、
歳
と
身
体
を
考
え
な
が

ら
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
の
卒
業

生
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
社
会
に
貢
献
し
充
実
し
た
人
生

を
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

篠
原　

公
七

学
、
古
い
当
時
の
校
舎
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
室
や

部
活
ヘ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
思
い
出
話
が
つ
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
池
本
学
長
、
中
條
同
窓
会
会
長
も

各
テ
ー
ブ
ル
を
回
っ
て
い
た
だ
き
、
時
間
の
経
過

も
忘
れ
る
ほ
ど
の
思
い
出
深
い
記
念
す
べ
き
同
窓

会
に
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ッ
と
い
う
間
の
3
時
間
、
君
島
貞
完
君
の
中

締
め
の
挨
拶
と
、
佐
渡
純
一
君
の
万
歳
の
音
頭

で
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。
銀
座
サ
ン
ミ
高
松

の
溝
渕
優
社
長
（
香
川
県
出
身
、
毎
回
同
窓
会
そ

の
他
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。）
に
は
、
大
サ
ー
ビ

ス
を
し
て
頂
い
た
う
え
、
お
土

産
ま
で
い
た
だ
き
ご
配
慮
に
恐

縮
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
話

足
り
な
い
有
志
と
宿
泊
希
望
者

は
、
三
田
の
東
京
さ
ぬ
き
倶
楽

部
に
宿
を
と
り
、
朝
ま
で
歓
談

し
て
い
ま
し
た
。
我
々
団
塊
の

世
代
、
昭
和
42
年
入
学
、
金
も

物
も
あ
ま
り
な
い
時
代
で
し
た

が
、
お
互
い
の
友
情
は
大
切
な

思
い
出
と
し
て
今
日
に
も
続
い

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
科
は
違
っ
て
も
同

じ
学
び
舎
に
席
を
置
き
、
ク
ラ

ブ
活
動
に
も
汗
を
流
し
、
熱
き

血
潮
の
み
な
ぎ
る
青
春
時
代
を

過
ご
し
た
仲
間
た
ち
、
60
歳
を

過
ぎ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
世

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
獣
医
学
科 

第
19
期
生
・
畜
産
食
品
工
学
科 

第
１
期
生 

合
同
同
窓
会
の
思
い
出

　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
の
教
育
棟
の
竣
工
式

に
出
席
し
た
際
、
浅
野
君
、
長
谷
川
君
、
藤
江

君
、
斉
藤
君
、
野
村
君
ら
同
級
生
が
出
席
し
て
お

り
、
我
々
還
暦
を
迎
え
る
年
、
定
年
等
、
大
き
な

人
生
の
節
目
で
あ
り
、
ぜ
ひ
合
同
同
窓
会
を
開
催

し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

卒
業
し
て
38
年
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
獣

医
学
科
第
19
期
・
畜
産
食
品
工
学
科
第
1
期
合
同

同
窓
会
が
平
成
21
年
11
月
22
日
、
銀
座
サ
ン
ミ
高

松
７
丁
目
店
に
て
、
池
本
卯
典
学
長
、
中
條
真
二

郎
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会
会
長
の
ご
臨

席
を
賜
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

野
村
治
君
の
司
会
で
開
会
し
、
物
故
者
へ
の
黙

祷
、
発
起
人
代
表
の
篠
原
公
七
君
の
経
過
報
告
と

挨
拶
に
続
き
、
池
本
学
長
か
ら
、
獣
医
大
学
と
し

て
の
状
況
、
大
学
や
学
生
へ
の
思
い
、
大
学
と
し

て
の
獣
医
行
政
の
あ
り
方
な
ど
、
大
変
熱
を
い
れ

て
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
條

同
窓
会
長
か
ら
は
、
同
窓
会
や
大
学
、
学
生
の
状

況
な
ど
、
大
変
詳
し
く
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
出
席
し
て
い
た
女
子
全
員
か
ら
恩
師
に
記
念

品
と
花
束
を
贈
呈
し
、
60
名
全
員
で
記
念
撮
影
を

し
た
後
、
山
内
直
文
君
の
乾
杯
で
懇
談
会
に
は
い

り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
学
生

時
代
の
懐
か
し
い
思
い
出
、
子
供
の
こ
と
、
仕
事

の
こ
と
、
38
年
前
の
武
蔵
境
の
日
本
獣
医
畜
産
大
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紡
ぎ
続
け
て
一
三
〇
年

　
　
　
　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
学
長　
　

　

池　

本　

卯　

典

　

同
窓
生
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
何
卒
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

満
年
齢
か
！　

数
え
年
か
！
。
多
少
の
戸
惑
い

も
あ
り
ま
し
た
が
、
結
局
満
年
令
に
決
定
し
、
明

年
を
開
学
一
三
〇
周
年
と
す
る
こ
と
に
決
り
ま
し

た
。
現
在
そ
の
記
念
事
業
を
計
画
し
て
い
る
最

中
で
す
。
私
に
与
え
ら
れ
た
分
担
は
、
既
刊
の

一
〇
〇
年
史
に
三
〇
年
分
を
加
筆
し
、
新
一
三
〇

年
史
を
編
集
す
る
業
務
で
あ
り
ま
す
。

　

一
〇
〇
年
史
編
集
後
、
三
〇
年
の
歴
史
的
資
料

は
揃
っ
て
い
る
も
の
と
思
い
、
作
業
に
取
り
掛
か

り
ま
し
た
が
、
一
〇
〇
年
史
の
原
資
料
は
お
ろ

か
、
そ
の
後
の
史
料
も
整
理
が
不
充
分
で
あ
り
、

結
局
、
同
窓
会
誌
や
学
生
新
聞
、
そ
し
て
折
り
に

触
れ
先
輩
諸
兄
の
報
告
さ
れ
て
い
た
誌
談
を
漁

り
、
遅
々
な
が
ら
纏
め
て
い
る
次
第
で
す
。

　

先
ず
気
付
い
た
こ
と
は
、
第
一
会
議
室
に
掲
げ

ら
れ
皆
様
と
共
に
崇
拝
し
て
き
た
初
代
校
長
・
深

谷
周
三
先
生
は
、
本
学
一
〇
〇
年
史
第
三
章
に
述

べ
て
あ
る
「
日
本
獣
医
学
校
」
の
初
代
校
長
で
あ

り
、
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
二
月
に
就

任
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
と
す
る
と
、
開
学
一
三
〇

年
と
は
整
合
せ
ず
、
開
学
一
〇
〇
年
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
開
学
一
三
〇
年
の
計
算
は
あ
く
ま
で

も
、「
私
立
獣
医
学
校
」
の
創
設
期
に
当
る
明
治

十
四
（
一
八
八
一
）
年
九
月
を
紀
元
と
定
め
た
年

数
で
あ
り
、
初
代
校
長
は
「
私
立
獣
医
学
校
」
当

時
の
荒
井
義
通
先
生
、
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。「
私
立
獣
医
学
校
」
は
明
治
二
十
二
年
七
月

に
一
旦
閉
校
し
て
い
ま
す
が
、
市
ヶ
谷
加
賀
町
に

再
興
さ
れ
た
特
別
認
可
「
私
立
東
京
獣
医
学
校
」

の
校
長
代
理
・
黒
瀬
貞
次
先
生
が
二
代
目
校
長
と

い
え
ま
し
ょ
う
。
当
時
は
校
長
と
は
別
に
校
主

が
お
ら
れ
、
初
代
は
山
本
広
吉
先
生
、
ま
た
、
二

代
目
は
校
主
代
理
と
し
て
猪
瀬
桂
次
郎
先
生
が
就

任
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
一
年
後
の
明
治

二
十
六
年
十
二
月
に
三
代
目
校
長
と
し
て
厚
木
訥

平
次
先
生
を
迎
え
、
合
計
一
二
二
名
の
卒
業
生
を

輩
出
し
、
明
治
三
十
五
年
七
月
に
再
び
閉
校
と
な

り
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
「
私
立
獣
医
学
校
」
の
創
立
日
を
本

学
の
紀
元
と
す
る
習
わ
し
は
定
着
し
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
四
代
目
の
校
長
を
初
代
と
提
示
す
る
こ

と
は
正
当
と
は
い
え
ず
、
同
窓
先
輩
と
相
図
り
適

切
な
修
正
が
必
要
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
獣
医
師
国
家
試
験
が
不
如
意
な

結
果
に
終
り
、
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
深

く
お
詫
び
致
し
ま
す
。
敗
因
に
つ
い
て
は
、
先
年

夏
の
代
議
員
会
で
報
告
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で

は
割
愛
を
お
許
し
下
さ
い
。
入
試
対
策
の
一
つ
と

し
て
新
設
し
た
教
育
推
進
室
も
よ
う
や
く
軌
道
に

乗
り
ま
し
た
。
幸
い
六
年
生
も
昨
年
の
轍
を
再
踏

し
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、

教
員
側
も
、
卒
業
試
験
の
成
績
や
学
習
態
度
等
を

充
分
に
配
慮
し
た
卒
業
判
定
を
計
画
し
て
い
ま

す
。《
泣
い
て
馬
謖
を
斬
る
》
そ
の
諺
の
よ
う
に
、

非
情
で
も
他
大
学
の
定
石
を
真
似
た
国
家
試
験
対

策
を
試
み
る
こ
と
も
一
策
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
獣
医
保
健
看
護
学
科
の
完
成
年
度
、

幸
い
就
職
状
況
は
比
較
的
順
調
で
し
た
。
特
徴
は

新
設
し
た
大
学
院
修
士
課
程
及
び
他
大
学
院
へ
の

進
学
者
の
多
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　

獣
医
学
科
は
、
偏
差
値
の
急
騰
も
あ
っ
て
全
国

的
に
微
減
傾
向
で
す
。
十
月
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
誌
に

よ
る
と
、
本
学
獣
医
学
科
・
東
京
大
学
理
科
Ⅱ

類
・
北
海
道
大
学
獣
医
学
科
が
横
一
列
に
並
ん
だ

高
い
偏
差
値
、
そ
れ
に
よ
る
受
験
生
の
敬
遠
を
心

配
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
応
用
生
命
学
部
も
、

就
職
は
私
学
の
上
位
、
受
験
生
数
は
担
当
教
員
の

努
力
に
よ
り
、
指
定
校
推
薦
の
受
験
生
が
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
学
生
の
質
も
信
州
大
学
・
広
島

大
学
・
香
川
大
学
等
の
農
学
部
並
、
と
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
誌
に
掲
載
さ
れ
、
ひ
と
息
つ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

臨
床
力
に
つ
い
て
は
、
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
の

運
営
が
順
調
に
推
移
し
て
き
ま
し
た
。
本
学
は
今

後
の
帰
属
収
入
を
、
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
の
獣
医

療
費
に
依
存
す
る
以
外
に
策
は
な
く
、
臨
床
系
教

員
の
負
担
増
を
気
に
し
な
が
ら
、
心
密
か
に
期
待

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

研
究
力
は
、
ハ
イ
テ
ク
リ
サ
ー
チ
・
学
術
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
計
画
の
展
開
に
続
き
、
文
部
科
学
省
の

新
し
い
研
究
支
援
事
業
に
よ
り
、
旧
図
書
館
の

三
階
に
《
動
物
疾
病
制
御
研
究
セ
ン
タ
ー
》
を
新

設
し
、
開
拓
を
始
め
た
高
度
獣
医
療
の
成
果
も
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
の
暮
に
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
更
新
補

助
、
獣
医
保
健
看
護
学
科
の
提
出
し
た
代
謝
異

常
高
感
度
検
出
シ
ス
テ
ム
計
画
に
、
合
計
約

一
・
七
億
円
の
助
成
を
獲
得
し
ま
し
た
。
こ
れ
で

今
年
も
収
支
差
額
は
黒
字
に
な
る
と
安
心
し
て
い

ま
す
。
願
わ
く
は
、
民
主
党
の
仕
分
け
作
業
で
、

こ
れ
以
上
私
学
助
成
を
減
額
さ
れ
な
い
よ
う
願
う

の
み
で
す
。

　

創
立
一
三
〇
周
年
記
念
事
業
の
主
な
計
画
は
第

二
校
舎
の
土
地
を
原
資
と
し
た
、
食
品
科
学
科
と

獣
医
保
健
看
護
学
科
の
教
育
研
究
施
設
を
第
一
校

舎
内
に
新
設
す
る
こ
と
、
東
京
大
学
田
無
農
場
サ

テ
ラ
イ
ト
の
分
譲
を
受
け
、
運
動
場
と
馬
場
並
び

に
馬
術
部
室
の
新
設
計
画
で
あ
り
ま
す
。
幸
い
現

時
点
で
は
交
渉
も
順
調
で
、
計
画
の
早
い
実
現
を

願
う
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　

取
り
と
め
の
な
い
新
年
の
挨
拶
と
な
り
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
も
同
窓
生
各
位
の
支
援
な
く
し
て
こ

の
事
業
の
成
就
は
至
難
で
す
。
ご
協
力
を
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

末
辞
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
御
多
幸
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。


